
















































にするようになったのは五年ほど前からであろうか。今では、例えばラジオ・テレビの音声に耳を傾けていたら、日に二つ三つは必ず得られるだろう。とはいえ、耳に入っても瞬時にきえてしま ので、正確な把握は難しいが、百ほどは書きとめることができた。若干で あるが、印刷されたものも拾ってあ 。
その実例をいくつかあげよう。実例には通し番号をつ



























































































とばおじさん」が、言葉に関わる番組で「…かな？」を連発するのが耳障りだという。これは、 「本当かな」 「そうだったかな」などというよ に、疑問・疑念・不確実さを表わすのが本来の用法だ、 主張する。同感である。このことばおじさんはじつに胡散臭い。
水谷さんは、最終章「日本語の未来図」の【断定したく









をあげて「ガキじゃあるまいし、 「いいかなと思いました」と言うことはない」と怒りを露わにして る。激しい言葉がみえるのは、本書が市民講座の講義 基づ ており、その講義の空気を伝える編集のせいらし 。
ケータイ小説からもひいている。















































































































らないかな」とでも言うだ か。これは二義的である。というのは、 「当たるか 、当たらないかな」と言っるに等しいからである。一義は「 」方に傾き、他の一義は「当たる」方に傾いていると言える。この二義は音声に現われることが多い。すなわち、文末の音調















































































いたりすること あるが、詠嘆をその うに書く例はない。萬葉時代の日本人が願望表現のヌカ・ヌカモのヌ 否定の意味を意識することがなかったわけである。それは、現代のわたし ちが、 「宝くじ当たらないかな」 「一雨来ないかな」 「帰りに一杯
やりませんか」というときの「ない
／ん」に否 感じないの 同 であったと考えることができる。形容詞と「かな
手もとの実例は、 「怖い」 「ほしい」 「したい」 「すずし
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に属性形容詞として機能するが、この用例のよう 感情形容詞としても機能する、両面的な だということができる。「いい」は何活用かと問われたら、多くの人は困惑するに違いない。そんなこと、学んだ経験も考える機会もなかっただろう。そこで、 の語の活用を確認しておこう―
「＊あすは天気がいかろう／＊天気がいくて／天気が




















もある。 「高い」は属性形容 である。 「母が死んで
悲し






















の広告欄で『うちの子、言葉が遅いかな？』という書名を目にした。変な題だなあと見ると、副題「どんどん言葉が増えていく遊び方」があり、 「小学校に上がる前に知的能力をしっかり育てる！」など 宣伝文もついてい 。
自分の子どもについて、 「言葉が遅いかな？」と疑うな
















の最終回をみていた。近年とかく話題になる、いわゆる婚活をする結婚願望の男女を描いたものである。意外な収穫があった。問題の「かな」と「かも」が多く聞か たのである。少なくとも七回耳にし 「なにげに」 聞こえた。脚本の後藤法子さんが特に意識 て台本に盛った だろう。
もう四半世紀の昔になる。語句や文の末尾を上げるおか
しな話し方が大流行した。テレビ放送で拡がったのだろうが、あの奇妙で不快な話 方 受容する素地が、日 語列島にどのように作られたのか不思議である。疑問に似て疑問ならぬそ 話し方は「半疑問」と呼ばれた。どんな流行にも限りがあるらしく、さしもの「半疑問」も近年は減少傾向 ある。いま急速に拡大している「 な」 「のかな」
はその間隙を埋めようとしているのかも知れない。
この表現は五年ほど前に耳についた、と先に書いた。
が、先日スクラップ帳に貴重な一点を見つけた。平成八年四月六日の毎日新聞夕刊の「ちょっとひとこと」欄にのった、大岡信「語尾で逃げをうつ陰険な表現法」という短文である。 さんは、日本語に腰をすえてしまった表現法を指摘している。それ 会話の尻尾 微妙 小細工をする方法で、 「お礼を申しあげたいと思いま 」 「まあそんな感じ」 、職業を問われて「建築関係です」と応ずる類いである。その稿末には、近ごろ気持ち悪く感じて る新流行の語尾表現があるとして 「考えることができるのかな、と思います」をあげている。
これによると、廿年ほど以前、半疑問と共棲する形でう
まれた表現が、近ごろ急速に増殖 たことになる。意外にしぶといこの表現はどう名づけたらいいだろうか。
 
（平成廿五年六月五日芒種）
